
第10回 江別市かわまちづくり勉強会

令和4年9⽉1⽇

江別市



本⽇の内容

1. かわまちづくり計画の登録

2. 前回勉強会の振り返り等

3. 意⾒交換

4. その他

１



かわまちづくり計画の登録➀２

令和4年度「かわまちづくり」計画の新規登録箇所



かわまちづくり計画の登録②３

北海道における「かわまちづくり計画」の登録箇所

登録証



かわまちづくり計画の概要① ⽔辺とまちづくりに関する基本⽅針
４

江別市条丁⽬地区・⼤川通地区と千歳川が⼀体となった⽔辺空間の活⽤、条丁⽬地区内の歴
史的建造物の活⽤、周辺地域との連携、条丁⽬地区の歴史・⽂化の発信を推進し、江別港を中
⼼に⾈運で栄えた江別市条丁⽬地区の歴史性を活かした新たな「条丁⽬スタイル」の観光・ま
ちづくりによる賑わいの創出により、条丁⽬地区・⼤川通地区を含む江別市の地域活性化に寄
与することを⽬指す。

【⽬標】
地域に愛され、観光客等の外部の⼈間にとっても魅⼒的な「かわまち」

（⽔辺とまちをつなぐ⼈の流れや河川空間の賑わいの創出）

⾈運で栄えた歴史性を活かした新たな“条丁⽬スタイル”の観光・まちづくり

＜誰のために＞ ＜どこで＞ ＜何をする＞

＋ ＋・条丁⽬地区の住⺠
・⼦育て世代
・条丁⽬地区を愛する⼈
・観光客

・⽔辺空間
・外輪船及び⺟屋
・条丁⽬地区
・周辺地域

・⽔辺の利活⽤
・歴史的建造物の活⽤
・周辺地域との連携
・歴史⽂化の発信



５ かわまちづくり計画の概要② ソフト施策内容

地域のニーズに沿ったソフト施策の実施による魅⼒向上と地域のブランドイメージ定着を図
ることにより、地域に愛され観光客等の外部の⼈間にとって魅⼒的な「かわまち」を⽬指す。
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①千歳川の⽔辺空間を活⽤した新たなイベントの企画
（夏の灯篭流し・いかだ下り、⽔辺でのやきもの市、キッチンカーによる飲⾷販売等）

②冬のイベント・アクティビティプランの設定
（河川管理⽤通路沿いのアイスキャンドル、堤防沿いの緩斜⾯を利⽤したそり滑り等）

③広域観光周遊モデルコースの設定
（市⺠が⽇常的に利⽤可能な散歩・ジョギング・サイクリングコースの設定等）
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街灯・照明 【市】

広場、水道・電気施設 【市】

側帯 【国】

多目的広場（イベント） 【市】

階段護岸 【国】

河川管理用通路 【国】

拠点整備 【市】 アクセス通路【国】

植樹

駐車場【市】

高水敷整正 【国】

多目的広場（イベント・キャンプ場） 【市】

アクセス通路【国】

かわまちづくり計画の概要③ ハード施策内容６

※⾚地は河川管理者、⽩地は⾃治体・推進主体の整備区分

外輪船を条丁⽬地区・⼤川通地区における地域観光・まちづくりの拠点に位置づけ、地域の
歴史・⽂化・観光等に関する情報を発信するとともに、市⺠に⽇常的に⽔辺を利⽤してもらい
、⽔辺とまちをつなぐ⼈の流れや河川空間の賑わいを創出するため、江別市条丁⽬地区・⼤川
通地区の⽔辺整備を実施する。



かわまちづくり計画の概要④ 管理・運営組織の実施体制（案）７
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携
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エリア全体の構想、外輪船等の運営管理

公的組織 ⺠間団体

他

事務局

江別市、学識経験者、地元関係者等からなる「江別市かわまちづくり協議会」を設⽴し、江
別市街築堤整備に伴い移設を要する 外輪船の利活⽤⽅法等について検討するとともに、外輪船
周辺の河川空間とまち空間が融合した良好な空間形成を⽬指す取組について協議してきた 。
今後、⺠間事業者を加え、事業を遂⾏する実⾏組織の発⾜を⽬指す。



第9回勉強会の議事内容等８

第9回 江別市かわまちづくり勉強会
⽇時︓令和4年6⽉30⽇（⽊）18:00〜20:30
【第⼀部︓現地視察】 15:00〜16:00

・江別河川防災ステーション等の説明
・現地視察（⽯狩川・千歳川合流点付近等）

【第⼆部︓現地視察】 18:00〜20:00
1. 議題

・勉強会・⽀援制度への申請までの流れ
・前回勉強会の議事内容等
・かわまちづくり計画の内容説明
・⻑期及び今年度のロードマップ（案）
・かわまちづくりに関連する取組状況の報告

2. かわまちづくりに関するグループワーク
対岸側河川空間の利活⽤について

「どんなことができそう︖」 「実現させるためには︖」



第9回勉強会での主な意⾒９

＜対岸側河川空間の利活⽤について
「どんなことができそう︖」 「実現させるためには︖」＞

・⾃分の家のすぐ近くで⾮⽇常的な体験ができるような新しい暮らし⽅を皆で体験したり
提案したり、発信できる場所にしたらいいのではないか。

・すごくいい場所だが、まだまだ使い勝⼿の悪さもあるので、まずは地域の⼈たちがどん
どん使えるような環境整備をするのはどうか。

・ある程度騒⾳が出ても迷惑になる感じでもないので、キャンプで騒いでもいいし、⾳楽
フェスみたいなことをやってもいいのではないか。

・川は⾒ているだけじゃなく⽔に触れられるようにしたいということで、⽔を引き込んで
親⽔公園を作ったらどうか。

・川を使って⼦どもの遠⾜コースにしてもらうとか、防災ステーションで歴史や防災を学
びつつ、何か体験するような繋がりもあるのではないか。

・草むらと思ったら川だったり、川の流れがちょっと速くて過去に事故があったので、景
観や安全に配慮する必要がある。

・オペラを観た⼦どもたちから演劇へのフィードバックがあるといった仕掛けがあると、
⽇常と⾮⽇常がだんだん繋がってこの場所に蓄積されていくのではないか

・市街地側からのアクセスが良好ではなく、国道12号の交通量も多いので、ガードレール
や国道12号から下りられるようなアクセス階段等ができると変わるのではないか。

・あまり最初にお⾦を掛けないで、そんなにぼろ儲けもしないけど、資⾦的にはちゃんと
回っているというような仕組みができたらいい。
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これまでの意⾒を踏まえた取組イメージ１０
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⻑期的なかわまちづくりロードマップ１１

内容 R4 R5 R6 R7 R8 R9

かわまちづくり
協議会・勉強会

旧岡⽥倉庫（外輪船）
移設

⽔辺整備
（千歳川左岸堤防）

⽔辺整備
（⽯狩川合流点⾼⽔敷）

条丁⽬地区施設整備
（拠点整備、多⽬的広場、駐
⾞場、街灯・照明、⽔道・電
気施設、周遊コース、案内看
板）

整備設計

調査・設計・解体 復元⼯事

整備設計

整備設計

倉庫運営開始

整備⽅針等の決定、管理運営⽅法・組織体制の検討

組織準備・試⾏運⽤ 組織本格運⽤



今年度のかわまちづくりロードマップ１２

かわまちづくり協議会 かわまちづくり勉強会 その他

6⽉ 第9回
・⼤川通地区の現地視察
・対岸側河川空間の利活⽤に関するGW

（グループワーク）

かわまちづくり
計画申請

7⽉

8⽉ 第5回
・計画登録報告
・かわまちづくりの進め⽅の確認

かわまちづくり
計画登録

9⽉ 第6回
・対岸側河川空間の利活⽤・整備⽅針の決定

第10回
・対岸側河川空間の整備・利活⽤に関するGW

10⽉ 第11回
・旧岡⽥倉庫（外輪船）の利活⽤⽅法等

に関するGW

11⽉ 第7回
・旧岡⽥倉庫（外輪船）の利活⽤⽅法等

に関する確認

12⽉ 第12回
・旧岡⽥倉庫（外輪船）の利活⽤⽅法等

に関するGW

1⽉ 第8回
・旧岡⽥倉庫（外輪船）の移設位置等決定

2⽉ 第13回
・管理運営体制等に関するGW

3⽉ 第9回
・管理運営体制＆次年度勉強会の確認



本⽇の意⾒交換について１３

＜意⾒交換＞（100分）

 「今年度実施されたかわまちづくり関連イベントの振り返り」

①かわまちづくり展⽰会
②ミズベリング江別キャンプ
③⽔辺で乾杯
④かわまちフェスタ

（かわまちづくりを運営していく上での課題は︖）

 休憩（10分）

 「対岸側河川空間の整備・利活⽤イメージ」

①前回勉強会での主な意⾒
②整備・利活⽤イメージ
③都市・地域再⽣等利⽤区域（河川占⽤）の制度・事例紹介

（対岸側河川空間の整備・利活⽤の具体化と運営体制・・・
どう使う︖どうやってマネジメントする︖）



かわまちづくりに関連した取組み➀１４

➀かわまちづくり展⽰会（4/30実施）



かわまちづくりに関連した取組み②１５

②Mizubering Ebetsu Camp（6/12実施）



かわまちづくりに関連した取組み③１６

③⽔辺で乾杯（7/7実施）



かわまちづくりに関連した取組み④１７

④かわまちフェスタ（7/30〜31実施）



対岸側河川空間の整備・利活⽤に関する主な意⾒①１８

区分 概要 対応⽅針（案）

共通

⾮⽇常的で新しい暮らし⽅の体験・発信で
きる場所の創出

施設設計・利活⽤⽅策検討時
に考慮

⾮⽇常と⽇常の接続（⽇常から⾮⽇常への
フィードバック）

施設設計・利活⽤⽅策検討時
に考慮

景観・安全・漁業への配慮 施設設計・利活⽤⽅策検討時
に考慮

使⽤基準の明確化 今後勉強会で検討を予定

整
備

全般
現状の有効活⽤ 施設設計時に考慮

地域の⼈たちが⾃由に使⽤できる環境整備 施設設計時に考慮

親⽔整備
親⽔公園（河川⽔の導⽔・浄化） 親⽔施設として今後検討

浮島（舞台・ワーキングスペース） 必要に応じて今後議論

アクセス整備
国道12号からのアクセス階段・ループ橋 必要に応じて今後議論

吊り橋・⽔中トンネル 必要に応じて今後議論

利
活
⽤

全般

移動式の施設による実験的なイベントの実
施

今後勉強会で検討

必ずしも⽔に接しない遊び⽅ 利活⽤⽅策検討時に考慮

地元の良さを⼦どもに伝える学びの空間と
しての利⽤

遊び場・イベント、⾃然散策
等を今後検討



対岸側河川空間の整備・利活⽤に関する主な意⾒②１９

区分 概要 対応⽅針（案）

利
活
⽤

⾼⽔敷利⽤

キャンプ アウトドア利⽤を今後検討

⾳楽フェス・⾳楽練習 芸術利⽤を今後検討

⽔フェス（シャボン⽟・⽔鉄砲） 遊び場・イベント、親⽔利⽤
を今後検討

凧揚げ・⾵で鳴る楽器のイベント 遊び場・イベントを今後検討

ライブ・オペラ・ダンス・演劇（防災ST船
着き場）

芸術利⽤を今後検討

⽔⾯利⽤ 花⽕⼤会（船上での観覧） ⽔⾯利⽤を今後検討

環境・体験・
防災学習

遠⾜コース ⾃然散策等を今後検討

防災ステーションでの歴史・防災体験 利活⽤⽅策検討時に考慮

⾃然体験・バードウォッチング（宿泊） ⾃然散策等を今後検討

その他 サイクリングとの連携 利活⽤⽅策検討時に考慮

運営その他

資⾦循環のスキーム構築 事業スキーム検討時に考慮

収益還元等をマネジメントする組織の設⽴ 事業スキーム検討時に考慮

王⼦製紙との連携（⼯場夜景） 利活⽤⽅策及び事業スキーム
検討時に考慮



対岸側河川空間の整備・利活⽤イメージ２０

【⽅針】
来訪者による対岸側河川空間のフレキシブルな利活⽤とそのために必要となる施設整備の実施

対岸側河川空間の機能・⽬的
●⽔辺の親⽔性向上
●⽔⾯の有効活⽤
●⾮⽇常空間の提供
●地域の多様なニーズに対応した場の提供
●環境教育等の場の提供
●⽂化芸術活動の⽀援

船上花⽕⼤会

キャンプ 遊び場

キッチンカー

フットパス

コンサート⽔辺アクティビティ

⼯場夜景



河川利⽤について２１

基本的に千歳川は公共⽤物であり、⾃由に利⽤できるものの、⾃由使⽤の範囲を超えて排他的・継続的に
使⽤する場合は、河川管理者の許可を受ける必要がある。

河川敷地を占⽤※する場合は「河川敷地占⽤許可準則」に基づく許可⼿続きが必要となるが、占⽤の考え⽅
や⼿続きは河川管理者の⾃由裁量で⾏われている。

※占⽤について

河川敷地に施設等を設置し、敷地内を独占して使⽤することを意味する。
占⽤が認められる施設は、治⽔上や利⽔上の⽀障がなく、他者の河川利⽤を著しく妨げないものとし、河川周辺の⼟地利⽤、
景観等を損なわず、かつそれらと調和したものでなければならない。また、河川整備計画等の河川の整備、保全⼜は利⽤に係
る計画が定められている場合は、その計画に沿ったものでなければならない。

出典︓国⼟交通省ホームページ（https://www.mlit.go.jp/river/kankyo/main/kankyou/machizukuri/pdf/tebiki.pdf）



都市・地域再⽣等利⽤区域の制度について①２２

河川敷地については、原則的に⾃治体等の公的主体にのみ許可され営業活動を⾏うことができないが、平
成23年の河川敷地占⽤許可準則の改正により、多様な主体による賑わいのある⽔辺空間の創出に資するため
、特例として地域の合意が得られた場合に、占⽤主体及び占⽤施設を緩和してオープンカフェ、売店等の営
業活動を⾏う事業者等（⺠間事業者等）についても占⽤を許可することが可能となった。

これにより、⽔辺のオープンカフェや川床、イベント広場等による多様な利活⽤が推進されている。

出典︓国⼟交通省ホームページ（https://www.mlit.go.jp/common/001133400.pdf）

治⽔・利⽔上の⽀障がなく、都市・地域の再⽣及び河川敷地の適正な利⽤に資する

広場、キャンプ場、バーベキュー場等も可能



都市・地域再⽣等利⽤区域の制度について②２３

出典︓国⼟交通省ホームページ（https://www.mlit.go.jp/river/kankyo/main/kankyou/machizukuri/pdf/tebiki.pdf）

事業者等による河川敷地の利⽤にあたっては、河川管理者が「都市・地域再⽣等利⽤区域」を指定するこ
とになっている。

平成28年の河川敷地占⽤許可準則の改正により、⺠間事業者等への占⽤許可期間を「3年以内」から「10
年以内」に延⻑している。

要望書・計画書の作成



都市・地域再⽣等利⽤区域の事例（豊平川）２４

出典︓国⼟交通省ホームページ（https://www.mlit.go.jp/river/shinngikai_blog/shigenkentou/pdf/jirei_kasenkukan_2008.pdf）



都市・地域再⽣等利⽤区域の事例（信濃川）２５

出典︓国⼟交通省ホームページ（https://www.mlit.go.jp/river/shinngikai_blog/shigenkentou/pdf/jirei_kasenkukan_2008.pdf）


